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児童生徒・教職員が、

胸を張って、 “タブレット端末を効果的に活用している！”

“児童生徒の資質・能力の向上に寄与している！” と言えるように、

新見市内でこれまでの成果や実績（新見市の強み）を共有し、

校務、授業や休み時間、家庭への持ち帰りでの

タブレット端末の活用（活用頻度）をさらに加速させていく。

新見市1人1台端末利活用促進計画

1人1台端末利活用及び学校情報化を推進し、児童生徒の資質・

能力、情報活用能力の育成及び授業改善、校務改善につなげる。

目 的

１



ICT教育指導員・支援員等

支援・サポート体制の充実

■週１回の巡回訪問

■授業の支援・サポートや

端末・機器等のトラブル対応

■チャットやエルガナ等での

困りごと対応

■指導員による校内研修支援

■要望に応じた

指導員・支援員の勤務変更

ICT活用教育の

研究・推進の成果

■過去10年以上の積み上げ

■システムに頼らない汎用的ア

プリ（ソフトウェア）とクラウド

の活用での児童生徒の主体

的・協働的な授業の実現

■授業実践事例報告での

活用事例の共有

■多様な教科・領域での

活用研究

■校務DXの研究

ICT機器等の

環境の充実

■タブレット端末・IWB・校務

系PC・公開系PC・複合機・

周辺機器等の整備

■多様な機会への

Wi-Fiルーターの貸出

■フィルタリングソフトの導入

■ネットワークの増強

■端末の整備・更新による

１人１台端末環境の維持

新見市の強み

２



GIGA第１期の総括
成 果 ・ICT指導員・支援員の配置やチャットを活用した情報連絡により各校の

困りごとに迅速に対応

・公開授業の実施や実践事例集の作成による効果的な活用方法の共有

課 題

解決策

・教員間や学校間で端末の活用に差が見られる

・端末の持ち帰り実施率が低い⇒家庭学習での活用が不十分

・各校が端末活用や持ち帰りをしやすい環境の整備

・授業と家庭学習をつなぐ効果的な活用方法の研究

⇒県高校教育課教育情報化推進室キャラバン研修の活用等
３



新見市1人1台端末利活用促進計画
1人1台端末利活用及び学校情報化を推進し、児童生徒の資質・能力、情報活用能力の育成及び授業改善、校務改善につなげる。目 的

学校教育の情報化に関する基本的な方針、目標、目標を達成するための施策等①

令和６年度～令和８年度

ICTの効果的な利活用を推進し、資質・能力、情報活用能力を育成するための教育を充実させる。

目 標

・国や県の調査によるICT活用状況や効果等の把握

・児童生徒の資質・能力の伸長等に効果的なICT活用事例の蓄積・共有と授業改善

・発達段階に応じた計画的な情報活用能力の育成

主な取組

※全国学力調査
児童生徒質問紙・
学校質問紙等

現況指数

活用についての留意点 ①健康面への配慮 ②いじめ・自殺・不登校等への対応の充実 ③端末の扱い方等の指導 ④保護者・地域との共通理解の促進４

R6年度

主に学校を中心に取り組む

➊児童生徒の資質・能力の育成（個別最適・協働的な学びの充実）

■①児童生徒が自分で
調べる場面での活
用（週３回以上）

R6年度

小８５.８%
（県８０.８%）
中８０．０%
（県６９.1%）

■②児童生徒が自分
の考えをまとめ、発
表・表現する場面
での活用
（週３回以上）

小５７.２%
（県５９.６%）
中６０．０%
（県５２.９%）

■③教職員と児童生徒
がやりとりする場面
での活用
（週３回以上）

■④児童生徒同士が
やりとりする場面で
の活用
（週３回以上）

R6年度
小７８.６%
（県６３.５%）
中４０．０%
（県５５.５%）

小５７.１%
（県４８.２%）
中４０．０%
（県４３.８%）

■⑤児童生徒が自分の
特性や理解度・進
度に合わせて課題
に取り組む場面で
の活用
（週３回以上）

小５７.２%
（県５４.４%）
中２０．０%
（県３３.５%）

①・・・・・・・・・

②～⑤・・・・・

目標指数
R８年度

１００％

８０％



新見市1人1台端末利活用促進計画
1人1台端末利活用及び学校情報化を推進し、児童生徒の資質・能力、情報活用能力の育成及び授業改善、校務改善につなげる。目 的

学校教育の情報化に関する基本的な方針、目標、目標を達成するための施策等②

令和６年度～令和８年度

ICT教育指導員・支援員等と協力し、教職員の資質向上、校務の効率化のための研修の充実を図る。

目 標
学校におけるICT活用のための環境整備及び授
業改善に向けた研修等の充実を図る。

目 標

・「学校情報化認定」を活用した学校の実態把握
・学校CIO管理職や担当者による校内研修の充実
※担当者：【ＧＩＧＡスクール構想推進】【情報教育】【ドローンプログラミング】【校務支援システム】
・ICT教育指導員・支援員等を活用した研修
・個々の児童生徒に応じたICT活用の推進

主な取組

・児童生徒の学びに支障が生じない

安定した通信環境の確保

・校務や指導に使用する端末の導入やツールの検討

・研修等による情報共有

主な取組

活用についての留意点 ①健康面への配慮 ②いじめ・自殺・不登校等への対応の充実 ③端末の扱い方等の指導 ④保護者・地域との共通理解の促進５

※令和６年度１人１台
端末活用状況等調査等

現況指数 R６年度
※全国学力調査
学校質問紙

■ICT機器の活用に関して、
学校内外において十分に
必要なサポートが受けられ
ている

■教職員と家庭との連絡で、
ICT機器をどの程度活用
しているか。
（よく活用している割合）

現況指数 R６年度

小６４.３%
(県３６.２%)
中１０0%

(県3４.２%)

小２１.４%
(県３４.３%)
中８０．０%

(県３６.８%)

主に学校を中心に取り組む 主に教育委員会を中心に取り組む

➋教職員のICT活用指導力の向上・個に応じたICT活用の実施（学びの保障） ➌ICTを活用するための環境整備等

■①希望する不登校児童
生徒への支援
（授業配信を含む）

市内全小中
学校で実施
可能

■②希望する児童生徒へ
端末を活用した教育
相談

市内全小中
学校で実施
可能

■④支援を要する児童
生徒の実態に応じて
端末を活用した支援

市内全小中
学校で実施
可能

■③外国人児童
生徒の支援

該当なし ①～④・・・
希望・該当者

１００％

目標指数 R８年度

１００％

目標指数

R８年度

R６年度



６

苦手な教職員
活用が少ない教職員
実践・研究・公開

堪能な教職員
活用が多い教職員

実践・公開

県高校教育課
教育情報化推進室

ﾄﾞﾛｰﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

担当者

校務支援ｼｽﾃﾑ

担当者

市学校教育課
ICT教育推進係

ICT教育指導員 ３名

支 援 員 ３名

事 務 局 ２名

情報教育
担当者

学校での活用促進体制

好事例を共有
iPad・IWB・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書
など（Chromebookを活用し
ている自治体もある）

市内外からの
転入者

相談・協力

管理運用責任者（ＣＩＯ）のリーダーシップのもと、ＧＩＧＡスクール
構想推進担当者を中心に、職員全体で研修や取組を行う
・ ICT教育環境の充実及び校内LANについての総括
・ 校内のICT機器の適切な管理運用
・ 報告書や調査等の確認・指導

・ 校内でＧＩＧＡスクール構想の推進を主に担当する教員のこと
・ ICT教育の充実及びタブレット端末を含めた

ICT機器の利活用の推進
・ 系統的・計画的・継続的な情報モラル教育の推進
・ 実態や課題に応じた自校の取組の推進
・ 情報教育担当者とは別に定めることが望ましい

学校CIO
（学校長）

GIGAｽｸｰﾙ
推進担当者

連
携

推
進
の
後
押
し

授
業
公
開
の
依
頼

●授業公開の依頼 ●研究課題の提案・研修会の開催
●堪能な教職員と苦手な教職員の中継ぎ ●委員会との窓口

日常的な情報交換
良い事例・失敗事例の共有など



日常的な活用促進のポイント 小学校
活用促進ポイント （５・６年生を想定）

チェック
☑

①端末をすぐに使える環境を整えている
充電完了の状態で、机の中に入れる、バッグに入れて机の横に掛けるなど、すぐに使える
環境が整えられている。
※ すべての学年、学級で実施している学校もある。
※ 使うときに保管庫へ取りに行く状態は、日常的な活用が進みにくいと考えられる。

②キーボードによる文字入力（タイピング）の
練習に取り組んでいる

Ｗｅｂサイトを利用したタイピング練習を奨励し、「ホームポジション」の指導、一定時間に入
力する文字数の目標設定などを行う。
※ 「朝自習で全校一斉に実施する」「低学年からローマ字表を活用して入力に親
しんでいる」学校もある。

③自分で端末活用を選択する機会を設ける
課題に応じて調べる場面では、教科書や資料集、図書、インターネット等から適切な手段
を選択する経験を通して「情報活用能力」の育成を図っている。
※ 学習の成果（まとめ、作成物）等について、児童が目的や状況に応じて「手書きで
ノート等にまとめる」「端末を使ってまとめる」ことを選択して取り組む学校もある。

④全体共有した児童の考えを基に更に深める
県内の多くの学校の授業で、児童が端末を使って考えや立場を簡易的に表し、学級全
体で共有することが増えている。その後の比較、分類、関連付け等の学習活動を重視し
ている学校は効果を実感し、更に多くの授業で取り入れる傾向がある。

⑤端末を使って学習の「振り返り」を書く
端末を使って振り返りを書くことに慣れると、「書く量や質が変わることはない」という声が
あるが、リアルタイムで更新されるアプリ等を活用することで、児童は友達の振り返りを
自分の学びに生かす「他者参照」という学び方を身に付けることができる。
※ 自己の変容を算数や体育等、一部の教科から始めている学校もある。

⑥交換授業により端末活用が推進される
国語と算数、社会と理科、音楽と体育など、担任同士で授業を交換し合うことに伴って
端末活用が推進された学校がある。
※ 教師が２クラス以上の児童の学習状況を効率的に把握できること、児童が自分の
クラス以外の友達のデータも得ながら学習を深めることなどのメリットがある。

⑦連絡帳は「端末で確認」に移行
児童が連絡帳へ書く時間や担任がチェックする時間の削減につながる。
※ 端末の持ち帰りが日常化し、毎日連絡帳に書いていた時間割や宿題は、端末で
確認するように移行した学校もある。 ７



日常的な活用促進のポイント 中学校
活用促進ポイント

チェック
☑

①端末はいつでも使えるようにしてある
机の中に入れる、バッグに入れて机の横に掛けるなど、自分で管理しすぐに使える環
境が整えられている。
※ 休み時間の利用は、設定したルールに従って生徒が自分の意思で自由に使える
学校もあり、「デジタル・シティズンシップ教育」を推進している。

②各自の考えを他者と共有・比較する活動を
行っている

情報収集や整理・まとめなどの過程において、途中経過を生徒同士で確認することが
できる。
※ 難しい課題に直面したときは、入力された情報を基に友達や先生に自分から助
言を求めることができるようになるなど、生徒の学び方に変容が見られる。

③端末を活用した小テスト等を実施している

端末を活用したテストを実施することで、結果をすぐにフィードバックして授業に生かし
ている。
※ 教師が行う採点の時間を削減することができる。
※ 学校全体の取組として週１回１５分程度、端末を活用したテストを実施している
学校もあり、テストに向けて学習に励む多くの生徒の姿が見られる。

④端末を使って授業の「振り返り」を書く
「他者参照」が可能になり、多くの級友の気付きや学び方等を吸収することによって、
自身の今後の学びに生かすことができるようになった生徒もいる。
※ 全教科の授業において、振り返りの記述を端末を使って行っている学校がある。

⑤ ほぼ毎日端末を持ち帰り家庭等での活用
を推進している

・ 個人で学習の成果をスライドにまとめる等、クラウドを活用した課題を出す。
・ 自主学習でＡＩドリル等の活用を推進し、生徒が個別最適に学習できる取組を推進
する。
・ 生徒会活動等でオンライン会議を企画し実施している。

⑥端末の活用方法について生徒と共に考え
ている

生徒が提案する有効な端末の活用方法を取り入れている。
※ 例えば、学習した内容のフォローアップについて、生徒がプレゼンテーションア
プリ等を活用してまとめたものに解説を加えた「学習動画」を作成し、学級、学
年等で共有する取組を推進している学校がある。

⑦生徒の内面理解のために端末を活用して
いる

毎朝の健康観察を端末を活用して行う際、教育相談の項目を取り入れることで、入力
された内容から生徒の抱えている悩みを複数の教員で共有している学校があり、早期
把握と適切な支援につながった例もある。
【参考】令和５年７月１０日児童生徒の自殺予防に係る取組について（通知）文部科学省
・Google フォーム・Microsoft Forms を用いた健康観察、相談窓口の作成方法について
https://www.mext.go.jp/content/20230711-mext_jidou02-000030865_003.pdf

８

https://www.mext.go.jp/content/20230711-mext_jidou02-000030865_003.pdf


ICTを活用した授業改善 ICTの得意な部分を
日常使いの中で生かしていく

校内研修の反省
へのアプローチ

複線型の授業
（単線型からの脱却）

個に応じた
課題解決

児童生徒が
学びを決定する

授業以外での
学びの充実

児童生徒に
学びを委ねた授業

・対話の深まり ・時間配分
・発言の偏り など

児童生徒一人一人が自らハンド
ルを握り、自分で考え、自分の
ペースでゴールを目指す。

児童生徒が少しずつできるよう
に委ねていく。
（鍛えることが必要！）

個別最適な学びでは、最適かど
うかは学習者本人が決めること
であり、教師はファシリテート（支
援）する立場である。

・その児童生徒にとって学びになったか、
どれだけできるようになったかがポイント。

・学習内容の確実な定着（自ら学習を
調整）のために、学び手としての上達を
振り返る活動や学習内容の理解を深め、
広げる活動（自ら学習を調整）を行う。

・休み時間や家庭での学びを
授業で共有する。

・児童生徒の端末及びクラウ
ド環境への慣れは学習以外の
ところで行う。

❏ 学校間・教員間の活用格差をなくす。 ❏ 児童生徒の活用を日常使いにする。 ❏ 教職員が校務で積極的に活用する。
９



【岡山県版】ICT機器 授業活用１・２・３（新見用アレンジ）

10

【公正に個別最適化 × 創造性の育成】
予測不可能な未来社会を自立的に生き、協働しながら社会の形成に参画できる学びを教師と児童生徒で共に創る



11

公正に個別最適化 × 創造性の育成

予測不可能な未来社会を自立的に生き、
協働しながら社会の形成に参画できる学びを

教師と児童生徒で共に創る

操作に慣れる段階（令和３年度前半）
第１期

利用場面拡大の段階（令和３年度後半）
第２期

活用を継続し、主体的に学びに生かす段階（令和５年度まで）
第３期

岡山県の示すイメージ【STAGE３】
■ 児童生徒とともに学び方を決める段階「探究的な学習×主体的なＩＣＴ活用」

新見市の描くイメージ【STAGE４】
■授業づくり(課題の設定など)への模索と挑戦の段階
■生きた情報モラル教育の実践

令和６年度以降
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学校情報化優良校認定を
契機とした情報化推進に向けて

1人1台端末

更新
教育DX推進

全国学力・学習

状況調査

（CBT）

学習者用

デジタル教科書

導入

1人1台端末環境下での

学習指導要領改訂

学校の情報化推進
⇒ 学校教育全般に大きく関わり、授業、校務、働き方等の改善に欠かせない

今後数年間の大きな変革

後手に回ってしまうと、学校教育全般が滞ることに…
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学校単位で積極的に「情報化の推進体制」を整え、

「教科指導におけるICT活用」 「情報教育」「校務の情報化」

に取り組む学校を学校情報化優良校として認定する制度

日本教育工学協会
〔文部科学省後援〕

参照
【リーフレット】学校情報化認定＜学校情報化システム＞

3年毎に更新
するシステム

学校情報化認定制度とは



学校情報化優良校認定の目的と目指す姿

学校が情報化推進に受け身にならず、

自走していく手段として認定を目指す
例
● 学習の定着のためのＩＣＴ活用
● ＩＣＴ活用による学力向上
● ＩＣＴの基本的な操作の習得
● 情報活用能力の育成・評価
● プログラミング教育の実施
●情報化推進組織・校務分掌
● 教員のＩＣＴ活用指導力と校内研修

県全体で認定を目指す目的

教職員が入れ替わっても、ある期間ではなく継続した取組になる仕組みづくり
14
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学校情報化認定に取り組むメリット

〇学校情報化チェックリストでチェックしていく過程で、
自校の強み、足りない部分を確認でき、今後の努力目
標が明確になる。

○教職員全員で教育の情報化を見直す機会となる。

○定期的に自己評価を行うことで、情報化の進捗状況
を把握することができる。
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優良校認定を受けた学校の声
〇学校全体の情報化を総合的に進めることができる。

〇職員に自校の情報化の現状をきちんと理解させる
きっかけとなる。

〇情報化の状況を客観的に把握でき、教育委員会や地
域、保護者へのアピールが可能となった。

○認定証を校長室に置いてあるので、来客に紹介して
自校のアピールに使える。
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